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　令和３年12月28日、飯舘村駐在所連絡協議
会が、南相馬警察署飯舘駐在所の川尻和幸
さんへ、日頃の感謝の気持ちを込めて蘭の鉢
植えを贈呈しました。写真は右から、渡邊守男
さん（小宮）、佐藤曻さん（草野）、髙橋英明会長
（上飯樋）、飯舘駐在所班長の川尻さん。

連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす方々のそれぞれの言葉に耳を傾けます

　１月15日、『ふかや風の子広場』の屋内運動施
設『ひみつ基地どきどき』で、未就学児を対象に、
「ロディ＆ハグモミ」教室が開かれました。講師
は高野優香さん（福島市）。乗り物玩具ロディを
使った親子ヨガや体育遊び、さらには触れ合い
のコミュニケーション術「ハグモミ」を教わり、５組
の家族が和やかに、新しい体験を楽しみました。

　村内で仮置き場復旧工事などを行う『大成
JV（大成・あおみ特定建設工事共同企業体）』
の職長会から、『いいたて希望の里学園』に体
育館で使用する暗幕の寄贈がありました。１月
１４日、清水義男所長（写真右端）らが来庁。「学
校や子どもさん達に少しでも貢献できればうれし
いです」と遠藤教育長に目録を手渡しました。

　昨年12月24日、「飯舘ライオンズクラブ」から、
「までいの里のこども園」にパネル２枚、「いいた
てホーム」にワイヤレスカラオケ２セットが寄贈され
ました。同ホームには、「日赤奉仕団」からタオル
170枚もプレゼントされました。

駐在さんに感謝の花束

大成ＪVから暗幕の寄贈

親子でロディ＆ハグモミ教室
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。
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め
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よ
り

　
１
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皆
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感
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落
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碑
の
名
前
の
後
ろ
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光
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入
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光
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光
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言
え
ま

せ
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あ
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落
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昔
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ふ
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思
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い
ま
す
。

高野さんがこの地の歴史を記して建てた石碑
「路 端ノ史 跡」。碑 の 言 葉 は、「歴 史ヲ正シク

伝エル事ハ遠ザカル小サナ集落ニモ発展ニ
続ク事ヲ願ウモノ成リ」と結ばれています。

妻のミツ子さんと

　今年もイイタネちゃん宛に、たくさんの年賀状が
届きました。遠くにいても応援してくれる皆さんか
らのメッセージに、イイタネちゃんも大喜びでした。

上手な似顔絵  
     たくさん
  ありがとう！
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